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こ
の
夏
、
所
用
の
つ
い
で
に
ス

イ
ス
の
ベ
ル
ン
市
郊
外
に
あ
る
市

町
村
連
盟
と
都
市
連
盟
を
訪
ね
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
局
長
に
か
ね
て

か
ら
の
疑
問
を
ぶ
つ
け
た
。
ド
イ

ツ
な
ど
と
同
じ
く
、
両
組
織
に
加
盟
ま
た

は
い
ず
れ
に
も
未
加
盟
の
自
治
体
も
あ
る
。

　

こ
の
国
の
人
口
は
七
二
六
万
人
で
、

市
町
村
数
は
二
八
八
〇
。
平
均
人
口

は
二
五
五
〇
人
。
ド
イ
ツ
の
市
町
村

の
平
均
人
口
は
、
六
〇
〇
〇
人
で
あ

る
（
い
ず
れ
も
二
〇
〇
二
年
統
計
）。

日
本
は
す
で
に
そ
の
一
五
倍
の
規
模

で
あ
る
。

　

二
人
の
事
務
局
長
の
話
を
総
合
す

る
と
、
二
桁
の
人
口
や
数
百
人
規
模
の
村

の
合
併
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
数
十
年

間
、
ス
イ
ス
で
は
広
域
合
併
論
や
合
併
推

進
策
は
な
い
と
い
う
。
当
然
、
小
規
模
自

治
体
で
処
理
で
き
な
い
事
務
は
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
広
域
行
政
の
重
要
性
は
充
分

に
認
識
さ
れ
て
い
る
結
果
、
現
に
多
種
多

様
の
組
織
が
あ
る
。
両
氏
は
、
こ
れ
ら
の

組
織
で
は
、
独
立
し
た
公
募
人
事
が
行
わ

れ
て
い
て
「
驚
く
ほ
ど
効
果
的
に
機
能
し

て
い
る
」
と
断
言
し
た
。
首
都
ベ
ル
ン
に

隣
接
す
る
人
口
三
五
〇
〇
人
の
村
に
住
む

都
市
連
盟
事
務
局
長
は
、
そ
の
村
な
ど
が

ベ
ル
ン
市
と
共
に
行
っ
て
い
る
救
急
業
務

を
例
に
、
綿
密
な
契
約
書
に
基
づ
き
救
急

車
の
出
動
回
数
、
走
行
距
離
、
搬
送
人
数

な
ど
を
ベ
ー
ス
に
し
て
一
フ
ラ
ン
の
桁
ま

で
精
算
す
る
シ
ス
テ
ム
、
市
町
村
と
そ
の

住
民
の
コ
ス
ト
感
覚
を
力
説
し
た
。

　

正
確
な
統
計
も
な
い
多
数
の
広
域
行
政

組
織
が
効
率
的
に
機
能
し
、
独
自
の
公
募

人
事
に
よ
り
主
体
性
を
持
つ
。
職
員
人
事

も
民
間
と
公
共
部
門
と
の
間
で
一
本
化
し

て
き
た
。
民
間
並
の
複
式
簿
記
に
よ
る
会

計
制
度
の
導
入
で
、
民
間
・
公
共
の
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
共
通
化
し
、
人
材
の
自

由
自
在
な
移
動
が
進
ん
だ
。
税
は
地
方
が

集
め
て
連
邦
政
府
に
上
納
す
る
。
財
政
調

整
制
度
は
あ
る
が
、
九
〇
年
代
半
ば

以
降
、
補
助
金
は
全
廃
さ
れ
、
自
治
体

の
財
源
は
す
べ
て
自
主
財
源
で
あ
る
。

　

ま
と
め
れ
ば
、
①
国
と
地
域
を
通

じ
た
公
共
部
門
と
民
間
部
門
の
人
事

の
流
動
化
、
②
合
理
的
な
広
域
行
政

体
制
と
そ
れ
を
支
え
る
責
任
あ
る
人

事
シ
ス
テ
ム
、
③
自
治
意
識
を
実
感

さ
せ
る
自
主
財
源
の
確
立
と
い
う
三
つ
の

要
素
が
、
民
主
主
義
の
基
礎
単
位
と
し
て

の
小
規
模
市
町
村
を
残
さ
せ
て
い
る
。
ス

イ
ス
で
は
、
こ
の
二
〇
〜
三
〇
年
の
間
に

国
家
高
級
官
僚
制
が
ほ
ぼ
消
滅
し
た
。
日

本
へ
の
ヒ
ン
ト
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

閑話休題

九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
教
授木

佐　

茂
男

な

ぜ

、

ス
イ
ス
の
市
町
村
は
小
さ
い
か
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2003年度 普通交付税大網 2003年度 普通交付税大網 

＝調整率は 0.001900611＝ 

配分額7.5％減、過去最大の落ち込み 

総務省 

�
市
町
村
分
配
分
額
は
７
・
３
％
減

　

財
源
不
足
が
生
ず
る
団
体
の
基
準
財
政

需
要
額
の
合
計
は
、
道
府
県
分
が
９
・
２

％
減
の　

兆
６
６
７
９
億
円
、
市
町
村
分

１７

が
５
・
４
％
減
の　

兆
４
７
５
８
億
円
。

１９

た
だ
、
臨
財
債
に
振
り
替
え
て
需
要
額
か

ら
外
し
た
分
を
再
算
定
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ

れ
２
・
４
％
減
の　

兆
４
１
３
９
億
円
、

２０

前
年
度
並
み
の　

兆
９
３
２
１
億
円
に
ま

２１

で
戻
る
。
他
方
、
基
準
財
政
収
入
額
は
、

道
府
県
分
が
１
１
・
３
％
減
の
７
兆
８
１

６
５
億
円
、
市
町
村
分
が
４
・
５
％
減
の

　

兆
２
７
１
５
億
円
。
両
者
の
ギ
ャ
ッ
プ

１２を
埋
め
る
交
付
税
配
分
額
は
、
道
府
県
分

が
７
・
７
％
減
の
９
兆
８
１
７
８
億
円
、

市
町
村
分
が
７
・
３
％
減
の
７
兆
１
６
７

７
億
円
と
な
る
。

　
　

年
度
の
算
定
で
は
、
都
道
府
県
の
留

０３
保
財
源
率
を
従
来
の　

％
か
ら　

％
に
引

２０

２５

き
上
げ
た
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
都

道
府
県
の
基
準
財
政
需
要
額
は
約
５
０
０

０
億
円
（
不
交
付
団
体
の
東
京
都
分
を
除

く
）
を
削
減
。
具
体
的
に
は
、
地
方
の
行

政
費
目
の
中
で
義
務
的
経
費
で
は
な
く
、

比
較
的
自
由
度
の
高
い
地
域
振
興
費
や
総

務
費
、
投
資
的
経
費
で
は
地
方
単
独
分
の

土
木
費
な
ど
を
削
減
し
、
留
保
財
源
充
当

事
務
に
変
換
し
た
。
他
方
、
法
令
な
ど
に

基
づ
く
義
務
的
経
費
や
、
全
国
標
準
的
経

費
は
従
来
通
り
基
準
財
政
需
要
額
に
算

入
、
引
き
続
き
交
付
税
に
よ
る
財
源
保
障

の
対
象
と
し
て
い
る
。

　

基
準
財
政
需
要
額
の
変
動
で
は
こ
の
ほ

か
、
都
道
府
県
・
市
町
村
と
も
に
介
護
、

老
人
医
療
給
付
な
ど
の
高
齢
者
保
健
福
祉

費
が
増
加
。
知
的
障
害
者
関
係
事
務
の
県

か
ら
市
町
村
へ
の
権
限
移
譲
に
伴
い
、
社

会
福
祉
費
経
常
分
が
県
で
は
減
、
市
町
村

で
は
増
と
な
っ
た
。
基
準
財
政
収
入
額
の

変
動
で
は
、
三
位
一
体
改
革
の
「
芽
出
し
」

と
さ
れ
た
義
務
教
費
国
庫
負
担
金
な
ど
の

一
部
一
般
財
源
化
に
伴
い
、
地
方
特
例
交

付
金
の
「
第
２
種
交
付
金
」
を
創
設
。
税

収
は
、
道
府
県
の
法
人
事
業
税
で
５
８
４

０
億
円
、
市
町
村
の
住
民
税
法
人
税
割
で

１
７
９
２
億
円
、
固
定
資
産
税
で
３
０
５

５
億
円
の
各
減
収
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

税
源
不
足
合
計
額
を
交
付
税
総
額
に
ま

で
薄
く
削
り
込
む
た
め
の
調
整
率
は
約

０
・
２
％
で
、　

年
度
の
約
０
・
０
６
％
に

０２

比
べ
や
や
高
め
。各
団
体
の
基
準
財
政
需

要
額
は
こ
れ
に
よ
り
、
平
等
に
０
・
２
％

削
減
さ
れ
る
。調
整
率
が
比
較
的
高
く
な
っ

た
の
は
、
年
初
の
交
付
税
法
改
正
案
策
定

作
業
に
伴
う
単
位
費
用
積
算
時
点
で
は
把

握
で
き
な
い
測
定
単
位
や
補
正
係
数
の
変

動
の
結
果
だ
が
、　

年
度
に
は
調
整
率

８９

０
・
０
０
２
３
６
０
９
０
、　

年
度
に
は

９１

０
・
０
０
２
１
８
６
２
４
な
ど
の
例
が
あ

り
、
今
年
度
が
特
に
高
い
と
は
言
え
な
い
。

�
不
交
付
団
体
は　

市
町
村
増
加

１０

　

不
交
付
団
体
は
東
京
都
と
１
１
４
市
町

村
（
東
京　

区
は
東
京
都
と
し
て
カ
ウ
ン

２３

ト
）
で
、
前
年
度
よ
り　

市
町
村
増
加
。

１０

類
型
的
に
は
、
①
発
電
所
や
原
子
力
関
連

　

総
務
省
は
、
２
０
０
３
年
度
普
通
交
付
税
大
綱
を
ま
と
め
た
。
普
通
交
付

税
の
配
分
総
額
は
、
前
年
度
比
７
・
５
％
減
の
１
６
兆
９
８
５
５
億
円
で
、

３
年
連
続
の
減
少
。
地
方
の
財
源
不
足
の
一
部
を
交
付
税
で
は
な
く
、
自
治

体
が
自
ら
臨
時
財
政
対
策
債
を
発
行
し
て
資
金
調
達
す
る
方
式
へ
の
移
行
が

今
年
度
に
完
了
す
る
の
に
加
え
、
国
の
予
算
や
地
方
財
政
計
画
で
公
共
事
業

関
係
費
な
ど
の
地
方
歳
出
も
絞
り
込
ん
だ
結
果
、
減
額
幅
は
過
去
最
大
と

な
っ
た
。
各
自
治
体
へ
の
配
分
額
算
定
に
用
い
ら
れ
る
調
整
率
は
０
・
０
０

１
９
０
０
６
１
１
。
不
交
付
団
体
は
、
都
道
府
県
が　

年
連
続
で
東
京
都
の

11

み
。
市
町
村
は
政
令
市
で
唯
一
、
川
崎
市
が
不
交
付
と
な
る
な
ど
、
前
年
度

よ
り　

団
体
増
え
て
１
１
４
団
体
と
な
っ
た
。
算
定
方
法
見
直
し
で
は
、
交

10

付
税
改
革
の
一
環
と
し
て
都
道
府
県
の
留
保
財
源
率
を
初
め
て
引
き
上
げ
、

従
来
の　

％
か
ら　

％
と
し
た
の
が
大
き
な
特
色
。
段
階
補
正
、
事
業
費
補

20

25

正
の
縮
小
も
引
き
続
い
て
行
っ
た
ほ
か
、
地
方
か
ら
の
要
望
も
踏
ま
え
て
補

正
係
数
の
簡
素
合
理
化
に
も
取
り
組
ん
だ
。

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
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施
設
な
ど
が
あ
り
、
交
付
金
や
税
収
が
多

い
（
青
森
県
六
ヶ
所
村
、
茨
城
県
東
海
村

な
ど
）
②
大
企
業
や
大
工
場
が
立
地
し
て

い
る
（
愛
知
県
豊
田
市
な
ど
）
③
大
都
市

圏
で
住
民
の
所
得
水
準
が
比
較
的
高
く
商

店
な
ど
も
多
い
（
東
京
都
武
蔵
野
市
、
神

奈
川
県
鎌
倉
市
な
ど
）
④
観
光
地
で
関
連

税
収
が
多
い
（
静
岡
県
熱
海
市
、
長
野
県

軽
井
沢
町
な
ど
）―
の
４
つ
の
タ
イ
プ
に

分
か
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
１
１
４
市
町

村
中
、
財
政
力
ア
ッ
プ
で
は
な
く
、
交
付

税
の
臨
財
債
振
り
替
え
に
伴
う
不
交
付
団

体
が　

市
団
体
、
財
源
不
足
は
生
じ
て
い

４６

る
が
、
調
整
率
を
乗
じ
た
結
果
不
交
付
と

な
っ
た
調
整
不
交
付
団
体
が
４
団
体
あ

る
。

　

今
年
度
か
ら
初
め
て
積
算
し
た
市
町
村

ベ
ー
ス
で
の
不
交
付
団
体
の
人
口
の
割
合

は
全
体
の
１
５
・
３
％
の
約
１
９
０
０
万

人
。
川
崎
市
の
不
交
付
団
体
入
り
（
た
だ

し
調
整
不
交
付
団
体
）
な
ど
の
影
響
で
前

年
度
よ
り
１
・
２
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
。

６
月
末
に
閣
議
決
定
さ
れ
た　

年
版
「
骨

０３

太
の
方
針
」
で
は
、
三
位
一
体
改
革
の
推

進
に
よ
り
、
不
交
付
団
体
の
人
口
割
合
を

大
幅
に
引
き
上
げ
る
と
の
目
標
を
掲
げ
て

い
る
。

�
段
階
補
正
の
縮
小
を
継
続

　

算
定
に
当
た
っ
て
は
こ
の
ほ
か
、　

年
０２

度
か
ら
３
か
年
計
画
で
進
め
て
い
る
市
町

村
の
段
階
補
正
の
縮
小
を
継
続
。
今
年
度

分
の
影
響
額
は
計
約
７
０
０
億
円
で
、
臨

財
債
振
り
替
え
前
の
モ
デ
ル
計
算
で
は
人

口
約
１
０
０
０
人
規
模
の
団
体
で
８
０
０

万
円
、
約
３
万
人
規
模
の
団
体
で
１
０
０

０
万
円
、
交
付
税
が
減
額
さ
れ
る
。
事
業

費
補
正
の
縮
小
も
継
続
し
て
い
る
が
、　
０２

年
度
発
行
分
の
地
方
債
の
元
利
償
還
が
主

に
利
息
分
で
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
た
め
、

個
別
団
体
へ
の
影
響
は
小
さ
い
。

　

普
通
交
付
税
と
同
時
に
、
特
例
交
付

金
、
減
税
補
て
ん
債
、
臨
財
債
の
算
定
作

業
も
実
施
。　

年
度
の
「
小
渕
減
税
」
に

９９

伴
い
創
設
さ
れ
た
特
例
交
付
金
は
、
三
位

一
体
改
革
に
伴
う
「
第
２
種
交
付
金
」
を

新
設
。
第
２
種
の
今
年
度
の
総
額
は
１
１

７
２
億
円
で
、
人
口
に
応
じ
て
各
団
体
に

配
分
さ
れ
る
。
減
税
補
て
ん
債
も
、
小
渕

減
税
対
応
分
に
加
え
、　

年
度
税
制
改
正

０３

で
の
先
行
減
税
対
応
分
を
各
団
体
に
配

分
。　

年
度
先
行
減
税
対
応
の
補
て
ん
債

０３

の
発
行
可
能
額
は
都
道
府
県
が
１
９
６
４

億
円
、
市
町
村
分
が
５
９
９
億
円
で
、
各

都
道
府
県
に
は
道
府
県
民
税
法
人
税
割
や

法
人
事
業
税
、
各
市
町
村
に
は
市
町
村
民

税
法
人
税
割
や
特
別
土
地
保
有
税
な
ど
の

減
収
額
に
応
じ
て
発
行
可
能
額
が
認
め
ら

れ
る
。

�
補
正
係
数
の
簡
素
合
理
化
を
進
め
る

　

ま
た
、　

年
度
普
通
交
付
税
の
算
定
に

０３

当
た
っ
て
は
、
団
体
ご
と
の
基
準
財
政
需

要
額
算
定
に
用
い
る
補
正
係
数
の
簡
素
合

理
化
も
引
き
続
き
進
め
た
。
地
方
側
か
ら

の
意
見
に
基
づ
く
見
直
し
で
は
、
後
述
の

よ
う
に
①
教
職
員
の
年
齢
構
成
の
違
い
に

基
づ
く
経
費
算
入
の
廃
止
②
知
的
障
害
者

福
祉
関
連
事
務
の
密
度
補
正
の
導
入
―
な

ど　

件
を
実
施
。
こ
の
ほ
か
、
気
象
庁
が

３４

○算定結果総括表 （単位：億円、％） 

（注）1　基準財政需要額及び交付基準額欄の（　）書きは、臨時財政対策債に振替えた額を含めた場合の計数である。 
2　交付基準額と普通交付税額との差は調整額である 
3　普通交付税の総額は16兆9,855億円で、平成14年度に比べ１兆3,867億円の減、7.5％減となっている。 

平成15年度 対前年度伸率 平成15年度 対前年度伸率 

146,679△　　0.5142,156ａ 経　　常 0.9

基
準
財
政
需
要
額 

54,403△　　12.539,799ｂ 投　　資 △　　3.9

18,2396.922,184ｃ 公債費等 4.6

24,56390.127,460ｄ 臨時財政対策債振替額 80.5

71,677△　　7.798,178 △　　7.3普通交付税額  

72,043
（96,606） 

△　　7.5
（4.1） 

98,514
（125,974） 

△　　7.0
（6.2） 交 付 基 準 額  

122,715△　　11.378,165 △　　4.5基準財政収入額 

194,758
（219,321） 

△　　9.2
（△　　2.4） 

176,679
（204,139） 計 △　　5.4

（△　　0.0） 

市　　町　　村 道　府　県　分 
区　　　分 

ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ 
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寒
冷
度
指
数
に
関
す
る
新
解
析
手
法
を
導

入
し
た
の
に
伴
い
、
寒
冷
補
正
の
寒
冷
度

の
区
分
け
を
同
庁
の
区
分
け
に
合
わ
せ
、

級
地
区
分
も
従
来
の
５
級
地
か
ら
４
級
地

に
変
更
す
る
な
ど
の
簡
素
化
を
行
っ
た
。

　

基
準
財
政
需
要
額
の
算
定
で
は
、
各
自

治
体
の
行
政
ニ
ー
ズ
を
よ
り
正
確
に
把
握

す
る
た
め
、
人
口
、
世
帯
数
な
ど
の
行
政

需
要
の
測
定
単
位
の
数
値
を
補
助
的
な
指

標
を
用
い
て
増
減
さ
せ
る
手
法
を
多
く
の

行
政
項
目
で
用
い
て
お
り
、
こ
の
割
り
増

し
率
、
割
り
落
と
し
率
が
補
正
係
数
と
な

る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
手
法
の
結
果
、
交

付
税
算
定
が
複
雑
に
な
り
す
ぎ
た
面
も
あ

り
、
現
在
は
簡
素
合
理
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

ま
ず
、
地
方
側
か
ら
の
要
望
に
基
づ
く

見
直
し
で
は
、
主
に
教
職
員
数
を
用
い
て

算
定
し
て
い
る
道
府
県
分
の
小
・
中
・
高

校
費
に
つ
い
て
、
教
員
の
年
齢
構
成
の
差

に
基
づ
く
経
常
態
容
補
正
を
廃
止
。
教
員

の
平
均
年
齢
が
高
い
県
は
給
与
も
多
く
必

要
な
た
め
、
従
来
は
そ
の
分
を
経
費
算
入

し
て
い
た
が
、
中
長
期
的
に
み
れ
ば
そ
の

差
は
あ
ま
り
意
味
が
な
く
な
る
。
こ
の
た

め
、　

年
度
か
ら
経
費
算
入
を
や
め
る
こ

０３

と
と
し
た
。

　

知
的
障
害
者
福
祉
の
入
所
・
通
所
な
ど

の
関
連
事
務
は
、　

年
度
よ
り
都
道
府
県

０３

か
ら
市
町
村
に
移
管
。
こ
れ
を
受
け
財
政

力
の
弱
い
小
規
模
町
村
で
も
適
切
に
対
応

で
き
る
よ
う
事
務
を
行
え
る
よ
う
、
市
町

村
に
対
し
知
的
障
害
者
福
祉
の
事
務
量
に

応
じ
た
密
度
補
正
を
導
入
。
世
帯
数
が
急

増
し
た
都
道
府
県
に
対
す
る
徴
税
費
の
割

り
増
し
は
、
人
口
の
伸
び
の
鈍
化
に
伴
い

廃
止
し
た
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
、
地
方
側

の
意
見
を
採
択
し
て
の　

年
度
の
補
正
係

０３

数
見
直
し
は
計　

件
と
な
っ
た
。

３４

　

寒
冷
補
正
で
は
、
そ
の
前
提
と
な
る
寒

冷
度
指
数
の
解
析
手
法
を
気
象
庁
が
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
よ
り
変
更
し
、
寒
冷
度

の
区
分
け
の
仕
方
を
従
来
の「
等
高
線
型
」

か
ら
１
キ
ロ
メ
ッ
シ
ュ
型
に
改
め
た
。
こ

れ
に
合
わ
せ
、
寒
冷
度
に
応
じ
た
補
正
の

対
象
地
の
区
分
け
を
同
様
に
変
更
。
級
地

区
分
は
１
級
地
か
ら
４
級
地
ま
で
と
な

り
、
寒
冷
度
に
よ
る
補
正
の
対
象
市
町
村

は　

年
度
の
９
５
７
団
体
か
ら
は　

年
度

０２

０３

は
９
０
３
団
体
に
減
っ
た
。
た
だ
し
、
こ

の
補
正
は
も
と
も
と
金
額
的
に
小
規
模

で
、
積
雪
度
な
ど
に
比
べ
個
別
団
体
へ
の

影
響
は
極
め
て
小
さ
い
。

　

補
正
係
数
見
直
し
で
は
こ
の
ほ
か
、
道

府
県
の
労
働
費
・
商
工
行
政
費
で
行
っ
て

い
た
工
場
労
働
者
数
・
事
業
所
数
に
よ
る

密
度
補
正
を
廃
止
。
道
府
県
の
「
そ
の
他

の
土
木
費
」
で
、
海
岸
関
係
市
町
村
の
人

口
比
率
に
応
じ
た
投
資
補
正
の
割
合
を
縮

小
す
る
な
ど
の
簡
素
合
理
化
を
行
っ
た
。

（
時
事
通
信
社　

又
坂　

匡
）

�
町
村
週
報
の
購
読
�

「
町
村
週
報
」
の
購
読
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
職
業
、
電

話
番
号
を
お
書
き
の
う
え
、
全
国
町
村
会

広
報
部
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
☆
年
間

一
部
千
五
百
円
☆
料
金
は
請
求
書
を
お
送

り
し
て
か
ら
折
返
し
御
送
金
く
だ
さ
い
☆

〒
一
〇
〇
―
〇
〇
一
四　
東
京
都
千
代
田
区

永
田
町
1
・　

・　

全
国
町
村
会
広
報
部
。

11

35

（引受保険会社） 損　保　＝　損害保険会社７社 
生　保　＝　アリコ・ジャパン 

 
営業所（全国25か所） 
 
北海道　011（272）8677 
青森　017（738）2346 
宮城　0224（33）2725 

福島　024（558）2980 
東京　042（722）3324 
神奈川　045（453）7663 
山梨　055（237）5135 
新潟　025（283）5650 
長野　026（285）4764 

愛知　0566（81）2072 
三重　059（223）2808 
兵庫　078（362）7812 
奈良　0744（29）8281 
島根　0852（37）2163 
岡山　086（245）4833 

広島　082（844）1067 
山口　083（928）7886 
徳島　088（624）1603 
福岡　092（632）9714 
佐賀　0952（29）3145 
長崎　095（823）9583 

熊本　096（359）1766 
宮崎　0985（32）2789 
鹿児島　099（206）1019 
沖縄　098（862）2627
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■ 
全
国
の
人
口
及
び
人
口
動
態

　

平
成　

年
３
月　

日
現
在
の
住
民
基
本

１５

３１

台
帳
に
基
づ
く
全
国
の
人
口
は
、
１
億
２

６
６
８
万
８
３
６
４
人
で
、
前
年
に
比
べ

て　

万
９
６
９
２
人
、
０
・
１
７
％
増
加

２０
し
て
い
る
。
人
口
増
加
率
に
つ
い
て
は
、

昭
和　

年
の
２
・
２
２
％
を
ピ
ー
ク
に
、

４８

そ
の
後
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
平
成　

年
１４

は
０
・
１
５
％
と
最
も
低
い
数
字
と
な
っ

て
い
た
が
、
平
成　

年
は
０
・
１
７
％
と

１５

わ
ず
か
に
増
加
し
て
い
る
。

　

全
国
人
口
を
男
女
別
に
み
る
と
、
男
は

６
２
０
５
万
２
８
９
人
で
対
前
年
比
０
・

１
３
％
の
増
加
、
女
は
６
４
６
３
万
８
０

７
５
人
で
０
・
２
０
％
の
増
加
と
な
っ
て

い
る
。
男
女
の
比
率
は
、
男
４
８
・
９
８

％
に
対
し
、
女
５
１
・
０
２
％
で
前
年
と

ほ
ぼ
変
わ
り
は
な
い
。

　

ま
た
、
人
口
動
態
の
調
査
を
始
め
た
昭

和　

年
度
以
降
の
推
移
を
み
る
と
、
こ
れ

５４
ま
で
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
自
然
増
加
数

（
出
生
者
数
マ
イ
ナ
ス
死
亡
者
数
）
は
、
平

成
５
年
度
は
前
年
度
に
比
べ
わ
ず
か
に
増

加
し
た
が
、
平
成
６
年
度
か
ら
は
再
び
減

少
に
転
じ
、
平
成　

年
度
に
再
度
増
加
し

１２

た
も
の
の
、
平
成　

年
度
は
過
去
最
低
の

１４

　

万
３
５
４
１
人
と
な
っ
て
い
る
。

１４
　

全
国
の
出
生
者
数
は
、
平
成
３
、
６
、

８
、　

年
度
を
除
き
、
毎
年
減
少
し
て
い

１０

る
。
平
成　

年
度
に
お
い
て
は
過
去
最
低

１４

の
１
１
５
万
１
５
０
７
人
と
な
っ
た
。

■ 
町
村
部
人
口

　

町
村
部
人
口
は
、
年
に
よ
っ
て
増
減
が

あ
り
、
平
成　

年
は　

万
７
３
６
３
人

１５

３０

（
１
・
１
３
％
）
の
減
少
で
２
６
７
９
万

５
０
７
０
人
と
な
っ
た
。

　

全
国
人
口
に
占
め
る
町
村
部
人
口
の
割

合
は
、
毎
年
減
少
し
て
お
り
、
平
成　

年
１５

に
お
い
て
は
２
１
・
１
５
％
（
前
年
２
１
・

４
３
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
に
お
け
る
市
制
施

１４

行
及
び
合
併
に
よ
り
、
町
村
部
か
ら
市
部

へ
移
動
し
た
人
口
は
、　

万
１
７
６
２
人

２２

で
あ
る
。（
平
成　

年
４
月
１
日
、
千
葉

１４

県
富
里
町
が
富
里
市
に
、
香
川
県
津
田

町
・
大
川
町
・
志
度
町
・
寒
川
町
・
長
尾

町
が
合
併
し
、
さ
ぬ
き
市
に
、
沖
縄
県
豊

見
城
村
が
豊
見
城
市
に
、
同
年　

月
１

１１

日
、
茨
城
県
茎
崎
町
が
つ
く
ば
市
に
編
入

合
併
し
、　

年
２
月
３
日
、
広
島
県
内
海

１５

町
・
新
市
町
が
福
山
市
に
編
入
合
併
し
、

同
年
３
月
１
日
、
広
島
県
佐
伯
町
・
吉
和

村
が
廿
日
市
市
に
編
入
合
併
し
た
）。

　

人
口
が
増
加
し
て
い
る
町
村
の
数
は 

５
３
３
町
村
で
、
前
年
（
５
３
７
町
村
）

に
比
べ
て
減
少
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
然
増
加
と
な
っ
た
町
村
の
数

は
４
７
３
町
村
で
、
こ
ち
ら
も
前
年
（
５

４
６
町
村
）に
比
べ
て
減
少
し
た
。
一
方
、

社
会
増
加
の
町
村
に
つ
い
て
は
７
８
４
町

村
で
前
年
（
７
１
３
町
村
）
に
比
べ
て
増

加
し
た
。

z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

zzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzz

　総務省はこのたび、住民基本台帳に基づく平成

15年3月31日現在の全国の人口、世帯数及び人口

動態調査の結果を公表した。

　それによると、全国の総人口は1億2,668万

8,364人で前年に比べて20万9,692人増加してお

り、増加率は0.17％となっている。また出生者数

は115万1,507人で、過去最低を更新。年代別で

は、65歳以上の高齢者の比率が上昇しており、少

子高齢化が一段と進んだことが裏付けられた。

　町村部の人口は、2,679万5,070人で前年に比

べ30万7,363人減少した。減少率は1.13％で、

市町村合併の影響もあり、ここ10年間で最も大

きい数値となっている。全人口に占める町村部人

口の割合は、年々減少しており、平成15年は

21.15％（前年21.43％）となっている。

少
子
高
齢
化
が
一
段
と
進
む

少
子
高
齢
化
が
一
段
と
進
む

総

務

省

調

査

住民基本台帳人口（平成15年3月末） 
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個
々
の
町
村
別
の
人
口
を
み
る
と
５
万

人
超
の
町
村
は
、
岩
手
県
滝
沢
村
（
５
万

１
９
７
８
人
）
の
１
村
で
、
前
年
か
ら
１

村
減
っ
て
い
る
。
一
方
、
５
０
０
人
未
満

の
町
村
は
、
東
京
都
青
ヶ
島
村
（
１
９
７

人
）、
愛
知
県
富
山
村
（
２
１
６
人
）、
愛

媛
県
別
子
山
村
（
２
６
２
人
）
な
ど　

村
１０

で
、
前
年
と
同
数
で
あ
っ
た
。

■ 
市
部
人
口
、
都
道
府
県
別
人
口

　

市
部
人
口
は
毎
年
増
加
し
、
平
成　

年
１５

は
９
９
８
９
万
３
２
９
４
人
で
、
前
年
に

比
べ　

万
７
０
７
０
人
（
０
・
５
２
％
）

５１

増
加
し
て
い
る
。
人
口
が
増
加
し
て
い
る

市
の
数
は
３
４
２
市
で
、
前
年
（
３
１
６

市
）
に
比
べ
増
加
し
て
い
る
。

　

自
然
増
加
と
な
っ
た
市
の
数
は
、
４
１

９
市（
前
年
４
６
８
市
）で
減
少
し
た
。
ま

た
社
会
増
加
の
市
は
、
２
６
２
市
で
こ
ち

ら
は
前
年
（
２
２
２
市
）
に
比
べ
増
加
し

て
い
る
。

　

人
口
が
多
い
の
は
、
横
浜
市
（
３
４
６

万
６
８
７
５
人
）、
大
阪
市
（
２
４
９
万
１

７
２
人
）、
名
古
屋
市
（
２
１
１
万
７
０
９

４
人
）
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
人
口
の
多

い
方
か
ら　

市
が
１
０
０
万
人
を
超
え
て

１０

い
る
。

　

一
方
、
２
万
人
未
満
の
市
は
、
北
海
道

歌
志
内
市
（
５
７
９
９
人
）、
福
岡
県
山
田

市
（
１
万
１
７
８
４
人
）、
北
海
道
三
笠
市

（
１
万
２
９
５
４
人
）な
ど　

市
に
な
っ
て

１４

い
る
。

　

ま
た
、
都
道
府
県
別
の
人
口
で
は
、
人

口
が
多
い
の
は
、
東
京
都
（
１
１
９
９
万

６
４
６
０
人
）、
大
阪
府
（
８
６
４
万
３
６

７
７
人
）、
神
奈
川
県
（
８
５
４
万
６
８
５

７
人
）、
愛
知
県
（
６
９
９
万
８
０
２
７

人
）、
埼
玉
県
（
６
９
５
万
４
２
７
６
人
）

の
順
と
な
っ
て
お
り
、
反
対
に
少
な
い
の

は
、
鳥
取
県
（　

万
５
８
１
２
人
）、
島

６１

根
県
（　

万
６
７
７
０
人
）、
高
知
県
（　

７５

８１

万
３
２
３
７
人
）、
福
井
県
（　

万
６
４
０

８２

０
人
）、
徳
島
県
（　

万
７
０
８
６
人
）

８２

の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　

人
口
増
減
の
状
況
を
み
る
と
、　

団
体

１８

（
前
年　

団
体
）
で
人
口
が
増
加
し
、　

団

１５

２９

体（
前
年　

団
体
）で
減
少
し
て
い
る
。
増

３２

加
数
が
最
も
多
い
の
は
、
東
京
都
（
９
万

７
４
８
人
）
で
も
っ
と
も
減
少
し
た
の
は

秋
田
県
（
△
７
９
８
２
人
）
で
あ
っ
た
。

□ 
年
齢
階
級
別
人
口
と
世
帯
数

　

年
齢
階
級
別
人
口
を
み
る
と
、
人
口
の

多
い
年
齢
階
級
は　

〜　

歳
（
１
０
２
９

５０

５４

万
１
３
０
２
人
、
全
国
人
口
の
８
・
１
２

％
）、　

〜　

歳
（
９
５
６
万
９
２
０
５

３０

３４

人
、
同
７
・
５
５
％
）、　

〜　

歳
（
９

２５

２９

２
５
万
９
５
５
１
人
、
同
７
・
３
１
％
）

の
順
と
な
っ
て
お
り
、　

歳
以
上
の
人
口

４０

で
全
国
人
口
の
過
半
数
（
６
６
８
９
万
１

９
８
人
、
５
２
・
８
０
％
）
を
占
め
て
い

る
。

　

年
齢
三
区
分
別
人
口
で
は
、
年
少
人
口

（　

歳
未
満
）
が
、
１
７
９
５
万
６
２
０
９

１５人
（
全
国
人
口
の
１
４
・
１
７
％
）、
生

産
年
齢
人
口
（　

歳
以
上　

歳
未
満
）
は
、

１５

６５

８
４
８
８
万
３
３
５
１
人
（
同
６
７
・
０

０
％
）
で
老
年
人
口
（　

歳
以
上
）
は
２

６５

３
８
４
万
８
７
８
６
人
（
同
１
８
・
８
２

％
）
と
な
っ
て
い
る
。
前
年
と
比
較
す
る

と
年
少
人
口
と
生
産
年
齢
人
口
の
割
合

が
、
そ
れ
ぞ
れ
０
・
１
６
ポ
イ
ン
ト
、
０
・

４
２
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
い
る
の
に
対

し
、
老
年
人
口
の
割
合
は
０
・
５
７
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。

　

な
お
、
町
村
部
に
お
い
て
は
老
年
人
口

の
割
合
が
２
３
・
１
１
％
と
市
部
に
比
べ

て
大
き
く
、
生
産
年
齢
人
口
の
割
合
が
６

２
・
７
６
％
と
、
市
部
に
比
べ
て
小
さ
く

な
っ
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
年
々
強
く

な
っ
て
い
る
。

　

平
成　

年
３
月　

日
現
在
の
全
国
の
世

１５

３１

帯
数
は
、
４
９
２
６
万
７
９
１
世
帯
で
、

前
年
に
比
べ　

万
３
０
０
２
世
帯
、
１
・

６２

２
８
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
一
世
帯

平
均
構
成
人
員
は
、
昭
和　

年
の
３
・
７

４３

６
人
か
ら
毎
年
減
少
し
て
い
る
が
、
平
成

　

年
は
前
年
の
２
・
６
０
人
を
０
・
０
３

１５人
下
回
り
、
２
・
５
７
人
と
過
去
最
低
と

な
っ
た
。

平成15年人口段階別町村数 

51

2.0

１千人 
未　満 

660

25.9

１千人 
以　上 

838

32.8

５千人 
以　上 

685

26.9

１万人 
以　上 

197

7.7

２万人 
以　上 

53

2.1

３万人 
以　上 

36

1.4

3.5万人 
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以　上 

町　村　数  

割 合 （％） 
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指定都市、特別区、その他の市及び町村部の年齢３区分割合 
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町　村　部 その他の市 特　別　区 指 定 都 市 全　　国 
26,795,07072,457,5498,083,98019,351,765126,688,364

17,956,209 
14.17％ 

2,645,053 
13.67％ 

907,933 
11.23％ 

10,615,820 
14.65％ 

3,787,403 
14.13％ 

16,816,531 
62.76％ 

6,191,135 
23.11％ 

48,868,994 
67.45％ 

12,972,721 
17.90％ 

5,733,918 
70.93％ 

1,442,126 
17.84％ 

13,463,908 
69.57％ 

3,242,804 
16.76％ 

84,883,351 
67.00％ 

23,848,786 
18.82％ 
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547,986
485,466
848,185
408,430
385,731
710,409
1,029,068
693,066
711,305
2,618,360
2,314,450
5,692,903
3,548,584
803,703
364,625
413,137
259,075
316,304
769,904
694,599
1,331,253
2,598,433
665,056
453,074
1,036,184
3,616,094
2,164,036
520,383
408,330
214,843
265,893
724,832
1,151,261
616,278
302,931
386,420
599,575
340,259
1,998,460
291,597
587,014
684,616
475,887
471,266
754,556
490,788

49,260,791

2,496,182

全国世帯数 

青 森 県  
岩 手 県  
宮 城 県  
秋 田 県  
山 形 県  
福 島 県  
茨 城 県  
栃 木 県  
群 馬 県  
埼 玉 県  
千 葉 県  
東 京 都  
神 奈 川 県  
新 潟 県  
富 山 県  
石 川 県  
福 井 県  
山 梨 県  
長 野 県  
岐 阜 県  
静 岡 県  
愛 知 県  
三 重 県  
滋 賀 県  
京 都 府  
大 阪 府  
兵 庫 県  
奈 良 県  
和 歌 山 県  
鳥 取 県  
島 根 県  
岡 山 県  
広 島 県  
山 口 県  
徳 島 県  
香 川 県  
愛 媛 県  
高 知 県  
福 岡 県  
佐 賀 県  
長 崎 県  
熊 本 県  
大 分 県  
宮 崎 県  
鹿 児 島 県  
沖 縄 県  
合 計  

北 海 道  

都道府県名 

1,487,451
1,411,176
2,350,132
1,182,025
1,232,578
2,122,613
2,993,746
2,005,467
2,022,666
6,954,276
5,978,287
11,996,460
8,546,857
2,463,740
1,120,843
1,176,100
826,400
884,170
2,202,733
2,109,185
3,769,776
6,998,027
1,858,114
1,348,241
2,563,773
8,643,677
5,561,222
1,441,971
1,079,055
615,812
756,770
1,957,313
2,870,542
1,517,954
827,086
1,031,185
1,502,496
813,237
5,001,592
878,797
1,516,920
1,866,553
1,229,659
1,179,983
1,775,636
1,353,212

126,688,364

5,662,856

全 国 人 口 

△　0.35
△　0.37
0.07

△　0.67
△　0.36
△　0.27
△　0.05
0.05
0.07
0.40
0.47
0.76
0.73

△　0.28
△　0.15
△　0.03
△　0.11
△　0.12
△　0.02
0.01
0.08
0.48

△　0.00
0.51
0.02
0.09
0.19

△　0.24
△　0.40
△　0.13
△　0.33
0.00
0.05

△　0.31
△　0.25
△　0.03
△　0.17
△　0.35
0.22

△　0.21
△　0.34
△　0.13
△　0.15
△　0.18
△　0.25
0.75
0.17

△　0.07

増加率 
％ 

523,386
545,738
799,688
521,541
340,616
749,208
1,190,242
689,404
780,932
958,240
653,282
90,750
381,442
835,400
339,385
370,409
270,755
483,212
784,182
751,983
826,812
1,124,816
596,830
540,730
327,932
233,351
794,838
402,955
421,879
239,937
306,611
512,317
566,620
333,002
398,487
418,670
419,947
258,328
1,126,541
421,907
561,988
773,809
318,657
383,226
747,400
396,249

26,795,070

1,281,386

町村部人口 

△　0.69
△　0.52
△　0.31
△　1.08
△　0.81
△　0.61
△　2.34
△　0.09
0.06

△　0.06
△　7.35
△　0.51
△　0.21
△　0.67
△　0.16
△　0.04
△　0.31
0.13

△　0.11
△　0.19
△　0.22
0.48

△　0.17
0.17
0.19

△　0.13
△　0.51
△　0.47
△　0.40
△　0.83
△　0.64
△　0.52
△　7.08
△　0.72
△　0.40
△　12.12
△　0.72
△　0.64
△　0.07
△　0.34
△　0.56
△　0.38
△　0.61
△　0.29
△　0.53
△　10.86
△　1.13

△　0.79

増加率 
％ 

964,065
865,438
1,550,444
660,484
891,962
1,373,405
1,803,504
1,316,063
1,241,734
5,996,036
5,325,005
11,905,710
8,165,415
1,628,340
781,458
805,691
555,645
400,958
1,418,551
1,357,202
2,942,964
5,873,211
1,261,284
807,511
2,235,841
8,410,326
4,766,384
1,039,016
657,176
375,875
450,109
1,444,996
2,303,922
1,184,952
428,599
612,515
1,082,549
554,909
3,875,051
456,890
954,932
1,092,744
911,002
796,757
1,028,236
956,963

99,893,294

4,381,470

市 部 人 口 

△　0.16
△　0.27
0.27

△　0.35
△　0.18
△　0.08
1.51
0.13
0.08
0.48
1.52
0.77
0.78

△　0.08
△　0.15
△　0.02
△　0.02
△　0.41
0.03
0.12
0.16
0.48
0.08
0.74

△　0.01
0.09
0.31

△　0.16
△　0.40
0.32

△　0.12
0.19
1.98

△　0.20
△　0.12
10.35
0.05

△　0.21
0.31

△　0.09
△　0.21
0.04
0.01

△　0.12
△　0.05
6.50
0.52

0.14

増加率 
％ 

2.71
2.91
2.77
2.89
3.20
2.99
2.91
2.89
2.84
2.66
2.58
2.11
2.41
3.07
3.07
2.85
3.19
2.80
2.86
3.04
2.83
2.69
2.79
2.98
2.47
2.39
2.57
2.77
2.64
2.87
2.85
2.70
2.49
2.46
2.73
2.67
2.51
2.39
2.50
3.01
2.58
2.73
2.58
2.50
2.35
2.76
2.57

2.27

１世帯平均 
構成人員 

平成15年住民基本台帳に基づく人口及び世帯数 
（平成15年3月31日現在） 
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町
は
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
発
行

し
て
い
る
「
地
域
商
品
券
」
を
今
年

度
か
ら
地
域
通
貨
と
し
て
発
行
し
て

い
る
。
町
内
に
消
費
者
を
呼
び
戻
す

と
と
も
に
、
高
齢
者
に
身
近
な
商
店

を
維
持
し
て
い
く
の
が
ね
ら
い
で
、

地
域
通
貨
と
し
て
流
通
で
き
る
よ
う

構
造
改
革
特
区
に
申
請
し
条
件
付
き

で
認
め
ら
れ
こ
と
か
ら
実
施
し
た
。

�

�

　

町
は
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
通

し
て
親
子
の
き
ず
な
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
、
一
歳
に
な
っ
た
幼
児
に
絵

本
を
無
料
で
贈
る
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成

十
四
年
に
設
置
し
た
「
子
育
て
サ
ロ

ン
」
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
関
心

を
持
つ
親
が
増
え
た
こ
と
も
導
入
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

町
内
に
民
間
の
不
動
産
業
者
が
い

な
い
た
め
、
転
入
予
定
者
か
ら
住
ま

い
探
し
に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
た
町
は
、
町
内
に
あ
る
空

き
家
や
空
き
店
舗
の
情
報
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
し
、
物
件
を
仲

介
す
る
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。
定
住
促
進
や
活
性

化
を
図
っ
て
い
く
の
が
ね
ら
い
。

　

町
は
、
職
員
の
能
力
開
発
と
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
ね
ら
い
に
、
能

一
歳
児
に
絵
本
を
無
料
で

プ
レ
ゼ
ン
ト

宮
城
県

豊
里
町

力
重
視
の
新
し
い
人
事
評
価
制
度
を

試
験
的
に
導
入
し
た
。
評
価
は
、
成

果
な
ど
四
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
下
に
、
達

成
度
合
い
、
コ
ス
ト
意
識
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
十
二
〜
十
五
の
小

項
目
を
設
定
し
、
五
段
階
の
評
価
を

付
け
る
。
試
行
期
間
は
二
年
間
。

�

�

　

町
は
、
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て

開
講
す
る
町
民
講
座
の
講
師
に
、
町

内
在
住
の
専
門
家
を
無
報
酬
で
派
遣

す
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
」
を

実
施
し
て
い
る
。
講
師
に
は
町
在
住

の
中
学
生
以
上
の
町
民
な
ら
誰
で
も

な
れ
る
が
、
事
前
に
企
画
書
を
提
出

し
て
も
ら
う
。
今
年
度
は
二
十
五
講

座
を
開
講
し
て
い
く
。

�

�

　

農
業
集
落
排
水
事
業
に
よ
り
下
水

を
処
理
し
、
発
生
す
る
汚
泥
を
コ
ン

ポ
ス
ト
施
設
「
と
よ
と
み
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
」
で
堆
肥
化
し
て
い
る
村

は
、
同
セ
ン
タ
ー
を
改
良
し
、
家
庭

か
ら
の
生
ご
み
も
受
け
入
れ
、
堆
肥

化
事
業
を
拡
大
す
る
計
画
を
進
め
て

い
る
。
事
業
は
平
成
十
七
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
く
予
定
。

�

�

　

町
内
に
あ
る
「
い
し
か
わ
動
物
園
」

の
入
園
者
増
加
を
図
っ
て
い
く
た
め
、

町
は
、
大
人
八
百
十
円
が
三
百
五
十

円
に
な
る
な
ど
の
入
園
料
家
族
割
引

券
を
町
内
全
世
帯
に
配
っ
た
。平
成

十
六
年
三
月
ま
で
一
回
限
り
有
効

で
、
券
一
枚
で
家
族
何
人
で
も
利
用

で
き
る
。動
物
園
へ
の
リ
ピ
ー
タ
ー
を

町
民
が
講
師
の

町
民
講
座
を
開
講

埼
玉
県

嵐
山
町

汚
泥
処
理
施
設
で
生
ご
み

も
堆
肥
化
へ

山
梨
県

豊
富
村

動
物
園
の
入
園
料
割
引
券

を
全
世
帯
配
布

石
川
県

立
口
町

増
や
し
て
い
く
の
が
ね
ら
い
。

　

町
は
、
町
内
商
店
会
の
若
手
商
店

主
な
ど
が
中
心
と
な
り
地
元
三
商
店

会
に
よ
っ
て
設
立
し
た
事
業
協
同
組

合
「
お
お
い
が
わ
Ａ
ｋ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
」

が
共
通
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
制
度
を
導

入
す
る
の
を
支
援
す
る
た
め
、
各
商

店
に
設
置
す
る
ポ
イ
ン
ト
記
帳
用
端

末
機
の
設
置
費
を
助
成
し
て
い
る
。

地
元
経
済
の
活
性
化
が
ね
ら
い
。

�

�

　

環
境
管
理
の
国
際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１

４
０
０
１
の
認
証
を
取
得
し
て
い
る

町
は
、
職
員
の
環
境
に
対
す
る
意
識

を
高
め
て
い
く
た
め
、
毎
月
第
一
水

曜
日
に
実
施
し
て
い
る
「
ノ
ー
残
業

デ
ー
」
を
「
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
」

と
し
て
も
位
置
付
け
、
職
員
の
マ
イ

カ
ー
通
勤
の
自
粛
を
促
し
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
総
延
長
約
六
�
の
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
一
部
に
、
町
有
林

の
ヒ
ノ
キ
だ
け
を
使
っ
た
長
さ
約
二

百
二
十
ｍ
の
遊
歩
道
を
整
備
し
た
。

町
産
の
木
材
を
使
っ
て
地
産
地
消
を

図
っ
て
い
く
の
が
ね
ら
い
で
、
コ
ー

ス
内
の
橋
な
ど
に
も
利
用
す
る
ほ

か
、
今
後
は
町
道
の
カ
ー
ド
レ
ー
ル

な
ど
に
導
入
し
て
い
く
予
定
。

　
　

町
は
、
森
林
や
農
地
を
保
全
す

る
た
め
、
森
林
農
地
適
正
管
理
条
例

を
制
定
し
た
。
森
林
農
地
適
正
管
理

計
画
を
策
定
し
、
間
伐
や
棚
田
の
管

第
一
水
曜
日
を

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
に
設
定

愛
知
県

東
郷
町

町
産
ヒ
ノ
キ
を
使
っ
た

遊
歩
道
を
整
備

岡
山
県

勝
山
町

理
な
ど
に
従
事
す
る
町
独
自
の
「
森

林
農
地
管
理
士
」
の
確
保
育
成
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
柱
に
し

て
い
る
。
今
年
度
か
ら
研
修
生
を
募

集
し
て
い
く
。

　

三
木
、
牟
礼
、
庵
治
、
香
川
、
香

南
、
直
島
、
綾
上
、
綾
南
、
国
分
寺

の
九
町
は
、
合
併
を
し
な
く
て
も
行

政
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
施
策
等
を

検
討
す
る
研
究
会
を
発
足
さ
せ
た
。

月
一
回
開
催
し
、
事
務
処
理
の
一
元

化
や
公
共
施
設
の
相
互
利
用
の
可
能

性
な
ど
、
各
町
が
そ
れ
ぞ
れ
具
体
案

を
持
ち
寄
り
話
し
合
っ
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
本
庁
舎
な
ど
十
五
公
共
施

設
を
対
象
に
二
十
九
種
類
の
ご
み
分

別
を
実
施
し
て
い
る
。
各
施
設
か
ら

出
さ
れ
る
コ
ピ
ー
用
紙
、
古
着
、
布

団
な
ど
を
資
源
ご
み
と
し
て
処
理
す

る
と
と
も
に
、
可
燃
ご
み
と
し
て
処

理
し
て
き
た
生
ご
み
は
堆
肥
化
し
て

い
る
。
年
間
三
十
ト
ン
の
可
燃
ご
み

を
削
減
し
て
い
く
見
込
み
。

�

�

　

町
は
、
行
財
政
運
営
の
効
率
化
と

町
民
の
利
便
性
向
上
を
ね
ら
い
に
六

課
を
対
象
に
組
織
再
編
を
実
施
し
、

四
課
に
統
廃
合
し
た
。
町
民
生
活
課

と
税
務
課
を
統
合
し
て
税
務
窓
口
課

と
し
た
ほ
か
、
業
務
効
率
化
を
図
る

た
め
、
建
設
課
と
都
市
計
画
課
を
統

合
し
都
市
建
設
課
を
新
設
し
た
。

公
共
施
設
で
ご
み
の

二
十
九
分
別
を
実
施

熊
本
県

鏡

町

行
財
政
運
営
効
率
化
等
を

ね
ら
い
に
組
織
再
編

宮
崎
県

高
岡
町

カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
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カ
プ
セ
ル　
Ｎ
ｏ
ｗ　
＆　
Ｎ
ｅ
ｗ

カ
プ
セ
ル　
Ｎ
ｏ
ｗ　
＆　
Ｎ
ｅ
ｗ

地
域
商
品
券
を

地
域
通
貨
と
し
て
発
行

北

海

道

留
辺
蘂
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

空
き
家
バ
ン
ク
事
業
を
実
施

秋

田

県

二
ツ
井
町

能
力
重
視
の
人
事
評
価

制
度
を
試
験
導
入

栃

木

県

南
河
内
町

地
元
商
店
会
の
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
事
業
を
支
援

静

岡

県

大
井
川
町

行
政
効
率
化
を
図
る

研
究
会
を
実
施

香

川

県

香
川
町
な
ど

森
林
農
地
適
正
管
理
条
例

を
制
定

徳
島
県

上
勝
町



（第三種郵便物認可） 第２４５１号平成１５年９月１日９ 町 村 週 報

情 報

町
村
週
報
主
要
索
引

平
成
十
五
年
五
月
〜
平
成
十
五
年
八
月

二
四
三
八
号
〜
二
四
五
〇
号

　
〈
活　

動
〉

地
方
制
度
調
査
会
総
会
で
山
本
会
長
が
意

見
＝
全
国
町
村
会 

二
四
三
八　

�

基
礎
的
自
治
体
に
関
す
る
緊
急
要
望
＝
全

国
町
村
会 

二
四
四
〇　

�

地
方
自
治
確
立
対
策
委
員
会
を
開
催
＝
地

方
六
団
体 

二
四
四
〇　

�

地
方
分
権
改
革
推
進
会
議
「
試
案
」
に
対

す
る
意
見
＝
全
国
町
村
会

 

二
四
四
〇　

�

地
方
税
財
政
に
つ
い
て
の
意
見
ま
と
ま
る

＝
地
方
制
度
調
査
会 

二
四
四
二　

�

三
位
一
体
改
革
試
案
の
撤
回
求
め
緊
急
決

議
＝
地
方
六
団
体 

二
四
四
二　

�

三
位
一
体
改
革
へ
の
対
応
協
議
＝
自
由
民

主
党 

二
四
四
二　

�

地
方
自
治
確
立
対
策
委
員
会
が
三
位
一
体

改
革
で
緊
急
提
言
＝
地
方
六
団
体

 

二
四
四
二　

�

山
本
会
長
が
片
山
総
務
大
臣
に
三
位
一
体

改
革
で
意
見
書
を
提
出
＝
全
国
町
村
会

 

二
四
四
四　

�

分
権
改
革
会
議
意
見
に
対
す
る
会
長
談
話

＝
地
方
六
団
体 

二
四
四
四　

�

三
位
一
体
改
革
で
総
務
大
臣
を
表
敬
訪
問

＝
地
方
六
団
体 

二
四
四
五　

�

平
成
十
六
年
度
政
府
予
算
編
成
な
ど
で
要

望
＝
全
国
町
村
会 

二
四
四
六　

�

役
員
が
自
民
党
・
関
係
省
庁
に
実
行
運
動

を
展
開
＝
全
国
町
村
会 

二
四
四
六　

�

三
位
一
体
の
改
革
に
関
す
る
緊
急
要
請
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
森
林
・
林
業

対
策
の
強
化
に
関
す
る
緊
急
要
望
＝
全
国

町
村
会 

二
四
四
六　

�

平
成
十
六
年
度
政
府
予
算
編
成
及
び
施
策

に
関
す
る
要
望 

二
四
四
六　

�

正
副
会
長
・
役
員
を
選
出
＝
全
国
町
村
会

臨
時
総
会 

二
四
四
九　

�

災
害
復
旧
に
関
す
る
緊
急
要
望
を
決
定
＝

全
国
町
村
会 

二
四
四
九　

�

正
副
会
長
が
小
泉
首
相
な
ど
を
訪
問
＝
全

国
町
村
会 

二
四
五
〇　

�

　
〈
政　

策
〉

今
後
の
地
方
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
中

間
報
告
＝
地
方
制
度
調
査
会

 

二
四
三
八　

�

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
時
代
の
国
土
交

通
行
政
＝
平
成　

年
版
国
土
交
通
白
書

15

 

二
四
三
九　

�

一
地
域
一
観
光
の
政
策
を
推
進
＝
観
光
立

国
懇
談
会
報
告
書 

二
四
三
九　

�

「
構
造
改
革
特
区
」第
一
弾
を
認
定
＝
内
閣

府 

二
四
四
〇　

�

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
森
林
整
備
を
推

進
＝
平
成　

年
度
森
林
・
林
業
白
書

14

 

二
四
四
一　

�

住
民
相
互
の
助
け
合
い
の
重
要
性
を
強
調

＝
平
成　

年
版
防
災
白
書

15

 

二
四
四
三　

�

分
権
改
革
会
議
が
三
位
一
体
改
革
で
意
見

 

二
四
四
四　

�

「
三
位
一
体
の
改
革
に
つ
い
て
の
意
見
」の

ポ
イ
ン
ト
＝
地
方
分
権
改
革
推
進
会
議

 

二
四
四
四　

�

「
骨
太
方
針
第
３
弾
」を
閣
議
決
定
＝
経
済

財
政
諮
問
会
議 

二
四
四
五　

�

構
造
改
革
で
農
業
の
活
性
化
を
推
進
＝
平

成　

年
度
農
業
白
書
﹇
解
説
﹈

14

 

二
四
四
五　

�

「
少
子
・
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
税
制
の
あ

り
方
」
ま
と
ま
る
＝
政
府
税
制
調
査
会
中

期
答
申 

二
四
四
七　

�

「
自
立
的
地
域
の
構
築
に
関
す
る
研
究
会
」

報
告
書
＝
国
土
交
通
省 

二
四
四
八　

�

美
し
い
農
山
漁
村
づ
く
り
に
向
け
て
＝
農

林
水
産
省 

二
四
四
九　

�

地
球
温
暖
化
と
小
雨
頻
発
の
影
響
を
懸
念

＝
２
０
０
３
年
度
版
水
資
源
白
書

 

二
四
五
〇　

�

　
〈
随　

想
〉

心
豊
か
に

　

群
馬
県
水
上
町
長

 

腰
越
孝
夫　

二
四
三
八　

�

私
の
行
政
人
生

　

三
重
県
大
内
山
村
長

 

小
倉
文
也　

二
四
三
九　

�

市
町
村
合
併
を
考
え
る
―
今
な
ぜ
合
併
か
―

　

沖
縄
県
勝
連
町
長

 

藏
當
�
徳　

二
四
四
〇　

�

南
と
北
の
初
体
験

　

北
海
道
歌
登
町
長

 

深
井
信
朗　

二
四
四
一　

�

こ
の
町
の　
こ
の
地
域
の　
未
来
に
向
け
て

　

富
山
県
八
尾
町
長

 

吉
村
栄
二　

二
四
四
二　

�

禍
福
は
あ
ざ
な
え
る
縄
の
如
し

　

鳥
取
県
西
伯
町
長

 

坂
本
昭
文　

二
四
四
三　

�

豊
か
な
自
然
と
町
民
と
共
に

　

愛
媛
県
広
見
町
長

 

松
浦
甚
一　

二
四
四
四　

�

大
祭
礼
に
思
う
こ
と

　

茨
城
県
金
砂
郷
町
長

 

成
井
光
一
郎　

二
四
四
五　

�

リ
フ
テ
ー
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
の
実
現
に
向
け

て
　

佐
賀
県
嬉
野
町
長

 

谷
口
太
一
郎　

二
四
四
七　

�

秋
吉
台
に
思
う

　

山
口
県
秋
芳
町
長

 

上
利
�
昭　

二
四
四
八　

�

リ
ゾ
ー
ト
狂
想
曲

　

新
潟
県
湯
沢
町
長

 

村
山
隆
征　

二
四
四
九　

�

田
原
坂
と
町
づ
く
り

　

熊
本
県
植
木
町
長

 

富
田
元
利　

二
四
五
〇　

�

　
〈
フ
ォ
ー
ラ
ム
〉

日
本
一
の
巨
大
迷
路
「
と
う
も
ろ
こ
し
３

万
坪
迷
路
」
で
地
域
づ
く
り

　

北
海
道
本
別
町 

二
四
四
〇　

�

島
ま
る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

沖
縄
県
南
大
東
村 

二
四
四
一　

�

梅
と
健
康
の
ま
ち
づ
く
り

　

和
歌
山
県
南
部
川
村 

二
四
四
三　

�

黒
潮
に
浮
か
ぶ
八
丈
島

　

東
京
都
八
丈
町 

二
四
四
四　

�

住
民
と
行
政
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
ま
ち
の
元

気
　

岡
山
県
勝
山
町 

二
四
四
七　

�

「
か
ら
い
も
大
学
」で
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
　

熊
本
県
大
津
町 

二
四
四
八　

�

「
創
る
」
伝
統
を
ま
ち
づ
く
り
へ

　

福
井
県
金
津
町 

二
四
五
〇　

�

　
〈
情　

報
〉

町
村
週
報
主
要
索
引
（
平
成
十
五
年
二
月

〜
四
月
） 

二
四
三
八　

�

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

（
大
阪
府
） 

二
四
四
二　

�

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

（
秋
田
県
・
兵
庫
県
・
和
歌
山
県
）

 

二
四
四
四　

�

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

 

二
四
四
五　

�

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

 

二
四
四
六　

�

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

（
岐
阜
県
・
島
根
県
・
山
口
県
）

 

二
四
四
七　

�

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

（
新
潟
県
・
高
知
県
） 

二
四
五
〇　

�

カ
プ
セ
ル
Ｎ
Ｏ
Ｗ
＆
Ｎ
Ｅ
Ｗ

二
四
三
八
〜
二
四
三
九
、二
四
四
一
、

二
四
四
三
〜
二
四
四
五
、二
四
五
〇

政
策
レ
ー
ダ
ー

二
四
三
八
〜
二
四
四
五
、

二
四
四
七
〜
二
四
五
〇
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随 想
　

村
長
室
に
、
セ
ピ
ア
色
の
モ
ノ
ク
ロ

写
真
が
数
枚
貼
ら
れ
た
手
作
り
の
木
枠

の
パ
ネ
ル
と
、
油
絵
が
懸
け
て
あ
り
ま

す
。
村
長
席
の
正
面
に
懸
け
ら
れ
た
写

真
と
絵
は
、
仕
事
の
合
間
に
ふ
っ
と
顔

を
上
げ
る
と
そ
れ
は
い
つ
も
私
の
目
に

飛
び
込
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

私
に
と
っ
て
の
癒
し
で
も
あ
り
、
戒
め

で
も
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
二
十
八
年
、
中
学
校
三
年
生
の

秋
、
待
望
の
新
校
舎
が
完
成
し
ま
し

た
。
写
真
は
、
そ
の
竣
工
を
記
念
し
て

校
舎
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

昭
和
五
十
一
年
に
、
二
校
統
合
の
中
学

校
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
建
設
さ

れ
、
そ
の
校
舎
は
取
り
壊
さ
れ
ま
し

た
。
解
体
時
に
写
真
を
保
管
し
て
い
た

方
が
、
私
の
村
長
就
任
を
契
機
に
、
村

長
室
に
懸
け
る
よ
う
に
と
持
参
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

も
う
一
枚
の
油
絵
は
、本
村
出
身
で
、

千
葉
県
在
住
の
画
家
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
る
斎
藤
良
夫
画
伯
が
「
早
春
の
あ

だ
た
ら
」
と
題
さ
れ
、
村
に
寄
贈
さ
れ

た
五
十
号
の
作
品
で
す
。
春
ま
だ
浅
い

残
雪
に
白
く
輝
く
安
達
太
良
山
と
、
裾

野
に
広
が
る
木
の
芽
時
の
穏
や
か
な
農

村
風
景
が
描
か
れ
て
お
り
ま
す
。

　

大
玉
村
は
、
県
都
福
島
市
と
経
済
県

都
郡
山
市
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
、
秀

峰
「
安
達
太
良
山
」
の
豊
か
な
自
然
と

美
し
い
景
観
は
、
村
民
の
自
慢
で
あ

り
、
心
の
拠
所
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
安
達
太
良
山
か
ら
流
れ
出
る
清
廉

な
水
は
、
山
裾
に
広
が
る
広
大
な
耕
地

を
潤
し
、
大
変
美
味
し
い
と
評
判
の
大

玉
の
米
を
も
育
ん
で
お
り
ま
す
。
村
の

東
部
を
国
道
四
号
線
、
東
北
自
動
車

道
、
東
北
本
線
が
通
り
、
近
隣
市
町
村

へ
の
通
勤
者
が
多
く
、
兼
業
率
が
非
常

に
高
く
、
人
口
は
現
在
八
、
六
〇
〇
人
、

微
増
で
は
あ
り
ま
す
が
毎
年
増
え
つ
づ

け
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
村
長
に
就
任
す
る
に
あ
た

り
、
村
の
基
本
的
な
あ
り
方
と
し
て
、

現
在
そ
し
て
将
来
に
わ
た
り
、
村
に

と
っ
て
、
村
民
に
と
っ
て
、
守
る
べ
き

も
の
は
何
か
、
変
革
す
べ
き
も
の
は
何

か
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
し
た
。
社
会
も
政
治
経
済
も
常
に
留

ま
る
こ
と
な
く
動
い
て
い
ま
す
。
そ
の

ス
ピ
ー
ド
と
パ
ワ
ー
は
時
々
の
情
勢
に

よ
り
強
弱
は
有
る
と
し
て
も
、
地
方
自

治
体
は
、
そ
の
都
度
そ
の
荒
波
に
も
ま

れ
大
き
く
揺
れ
動
き
ま
す
。
現
在
ま
で

の
全
国
総
合
開
発
計
画
等
を
受
け
て
の

全
国
の
自
治
体
の
経
過
は
、
既
に
皆
様

ご
存
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
私
は
、

あ
る
意
味
そ
の
よ
う
な
も
の
に
振
り
回

さ
れ
な
い
、
確
固
た
る
方
向
性
を
持
っ

た
村
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
た
い
。

目
の
前
に
ア
メ
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
よ

う
が
、
後
か
ら
ム
チ
で
た
た
か
れ
よ
う

が
、
そ
れ
が
住
民
に
と
っ
て
ど
う
か
と

い
う
観
点
で
踏
ん
張
っ
て
い
き
た
い
。

　

セ
ピ
ア
色
の
写
真
に
は
、
更
地
と

な
っ
た
中
学
校
校
庭
に
材
木
が
転
々
と

(
)

積
み
上
げ
ら
れ
た
も
の
。
建
前 
上
棟 

が
終
わ
り
、
骨
組
み
な
っ
た
校
舎
の
二

階
の
屋
根
ま
で
、
丸
太
の
足
場
が
組
ま

れ
、
急
傾
斜
で
架
け
ら
れ
た
足
場
板
に

は
、
制
服
に
学
帽
を
被
っ
た
男
子
中
学

生
が
、
足
場
の
途
中
か
ら
屋
根
の
上
ま

で
一
列
に
な
り
、
屋
根
瓦
を
リ
レ
ー
し

て
い
る
も
の
。
校
庭
か
ら
足
場
の
下
部

分
に
は
同
じ
よ
う
に
制
服
姿
の
女
子
中

学
生
が
並
ん
で
リ
レ
ー
し
て
い
る
も

の
。
そ
し
て
、
立
派
に
完
成
し
た
校
舎

の
前
で
全
児
童
が
並
ん
だ
記
念
写
真
。

た
ま
た
ま
私
が
生
徒
会
長
だ
っ
た
為
、

当
時
の
村
長
に
校
舎
の
新
築
に
対
し
謝

辞
を
述
べ
て
い
る
写
真
。

　

懐
か
し
く
眺
め
る
と
共
に
、
写
真
の

中
の
原
風
景
は
、
折
々
に
語
り
か
け
て

き
ま
す
。「
為
政
者
の
陥
り
や
す
い
独

善
、
専
横
、
押
付
等
は
な
い
か
。
さ
ら

に
村
民
の
皆
さ
ん
と
手
を
携
え
て
の
協

働
の
村
づ
く
り
は
進
ん
で
い
る
か
。
村

出
身
者
が
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、

自
分
の
ふ
る
さ
と
の
村
を
懐
か
し
く
そ

し
て
、
誇
り
に
思
え
る
よ
う
な
「
大
玉

風
で
つ
く
る
大
い
な
る
田
舎
」
づ
く
り

に
身
を
粉
に
し
て
励
ん
で
い
る
か
、
し

か
し
、
時
々
は
立
止
ま
り
ふ
っ
と
息
を

抜
き
、
女
房
孝
行
も
せ
よ
。」
と
。

　■
 

私
の
大
い
な
る

　
　
　
　

田
舎
の
原
風
景

福 島 県

 大  玉 村 長
おお たま

浅 和 定 次

△

屋
根
瓦
リ
レ
ー
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内
閣
府
は
こ
の
ほ
ど
、
消
防
・
救
急
に

関
す
る
世
論
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。

　

今
回
の
調
査
は
、「
国
民
の
意
識
を
把

握
し
今
後
の
施
策
の
参
考
と
す
る
」
こ
と

を
目
的
に
、
防
火
対
策
や
消
防
団
、
消
防
・

救
急
に
対
す
る
印
象
や
業
務
、
体
制
整
備

な
ど
八
項
目
に
つ
い
て
、
全
国
の
成
人
男

女
三
、
〇
〇
〇
人
を
対
象
に
本
年
五
月
に

実
施
さ
れ
た
。
有
効
回
収
数
は
二
、
一
一

三
人
（
七
〇
・
四
％
）
だ
っ
た
。

　

そ
の
中
で
、
地
域
住
民
で
組
織
す
る
自

主
防
災
組
織
に
「
関
心
が
あ
る
」
と
回
答

し
た
の
は
、
大
都
市
（
東
京
都
区
部
・
政

令
指
定
都
市
）
五
七
・
一
％
、
町
村
六
六
・

八
％
だ
っ
た
。
消
防
・
救
急
業
務
に
つ
い

て
は
最
も
身
近
な
基
礎
的
自
治
体
で
あ
る

市
町
村
が
行
っ
て
い
る
こ
と
を
「
知
っ
て

い
る
」
と
回
答
し
た
の
は
、
大
都
市
四
四
・

七
％
、
町
村
六
四
・
九
％
だ
っ
た
。

　

地
方
分
権
の
推
進
に
伴
い
市
町
村
が
自

主
的
・
自
立
的
な
行
政
運
営
を
行
う
べ
き

と
言
わ
れ
て
い
る
中
、「
今
後
の
体
制
整

備
の
目
標
を
ど
の
よ
う
に
定
め
る
か
」
と

い
う
消
防
力
の
基
準
に
つ
い
て
、「
国
が

基
準
を
設
定
し
、
市
町
村
が
そ
れ
に
沿
っ

て
整
備
目
標
を
定
め
る
」
二
八
・
六
％
、

「
国
が
標
準
的
な
整
備
基
準
を
示
し
こ
れ

を
目
安
と
し
て
、
市
町
村
が
地
域
の
実
情

に
あ
わ
せ
整
備
目
標
を
定
め
る
」
三
五
・

三
％
、「
国
が
整
備
項
目
だ
け
を
示
し
市

町
村
が
独
自
に
整
備
目
標
を
定
め
る
」
二

〇
・
四
％　

と
い
う
回
答
状
況
で
あ
っ
た
。

消
防
・
救
急
に
関
す
る
世
論
調
査
結
果

―
内
閣
府
―

木
材
利
用
拡
大
行
動
計
画

を
決
定 

―
農
林
水
産
省
―

　

総
務
省
は
、
こ
の
ほ
ど
平
成
十
四
年
度

の
地
方
税
収
決
算
見
込
み
（
速
報
値
）
を

ま
と
め
た
。

　

収
入
総
額
は
、
三
二
兆
九
、
四
六
〇
億

円
（
対
前
年
度
決
算
比
六
％
減
）
で
、
地

方
財
政
計
画
額
に
対
し
て
一
兆
三
、
一
〇

三
億
円
下
回
っ
て
お
り
、
六
年
連
続
の
地

方
財
政
計
画
割
れ
と
な
っ
た
。

　

税
収
の
内
訳
は
、
都
道
府
県
税
が
一
三

兆
六
、
一
三
二
億
円
（
同
一
一
％
減
）
で
、

地
方
財
政
計
画
額
に
対
し
九
、
四
一
二
億

円
、
ま
た
、
市
町
村
税
が
一
九
兆
三
、
三

二
八
億
円
（
同
二
％
減
）
で
同
計
画
額
に

対
し
三
、
六
九
一
億
円
下
回
っ
て
い
る
。

　

都
道
府
県
税
で
は
、
法
人
事
業
税
が
三

兆
三
、
七
六
二
億
円
（
同
一
五
・
八
％
減
）

で
、
同
計
画
額
に
対
し
五
、
六
六
〇
億
円
、

地
方
消
費
税
が
二
兆
四
、
二
四
五
億
円

（
同
二
％
減
）
で
、
同
計
画
額
に
対
し
八
八

億
円
、
ま
た
、
軽
油
取
引
税
が
一
兆
一
、

五
二
四
億
円
（
同
三
・
二
％
減
）
で
、
同

計
画
額
に
対
し
三
二
七
億
円
下
回
っ
て
い

る
。

　

市
町
村
税
で
は
、
個
人
住
民
税
が
五
兆

八
、
八
九
一
億
円
（
同
一
・
八
％
減
）
で
、

同
計
画
額
に
対
し
九
五
六
億
円
、
法
人
住

民
税
が
一
兆
六
、
八
四
四
億
円
（
同
一
三
・

五
％
減
）
で
、
同
計
画
額
に
対
し
二
、
六

五
六
億
円
、
ま
た
、
固
定
資
産
税
が
九
兆

二
五
五
億
円
（
同
増
減
な
し
）
で
、
同
計

画
額
に
対
し
三
九
四
億
円
下
回
る
結
果
と

な
っ
た
。

平
成
十
四
年
度
地
方
税
収
決
算

見
込
み
ま
と
ま
る 

―
総
務
省
―

　

農
林
水
産
省
は
こ
の
程
、
木
材
利
用
拡

大
行
動
計
画
を
決
定
し
、
国
産
材
を
率
先

し
て
利
用
す
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
目

標
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
農
水
省
関
係
公
共
土

木
工
事
に
お
け
る
柵
工
（
農
林
道
・
水
路

等
の
安
全
柵
や
手
す
り
）
は
木
製
の
割
合

を
一
〇
〇
％
、
森
林
整
備
事
業
や
治
山
事

業
の
土
留
工
等
は
木
材
の
使
用
量
を
現
状

の
二
倍
に
す
る
ほ
か
、
同
省
関
係
補
助
事

業
に
お
け
る
建
築
施
設
や
同
省
関
係
機
関

の
庁
舎
等
の
施
設
の
木
造
化
、
内
装
の
木

質
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
物
品
購
入
で

も
積
極
的
に
木
製
品
導
入
の
推
進
を
図

る
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
木
材
の
利
用
は
、
森

林
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
発
揮
を
通
じ
て

地
球
温
暖
化
防
止
や
資
源
循
環
型
社
会
の

形
成
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
平
成
十

三
年
の
木
材
需
要
量
が
新
設
木
造
住
宅
着

工
戸
数
が
落
ち
込
む
中
で
約
九
千
万
立
方

㍍
と
昭
和
五
十
八
年
以
来
の
低
水
準
と
な

り
、
今
後
の
需
要
確
保
に
は
公
共
部
門
で

の
木
材
利
用
拡
大
を
図
る
こ
と
で
、
民
間

部
門
の
先
導
役
を
果
た
す
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

取
組
期
間
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
推
進

大
綱
や
地
球
温
暖
化
防
止
森
林
吸
収
源
十

カ
年
対
策
を
踏
ま
え
、
当
面
、
第
一
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
平
成
十
五
、
十
六
年
度
を

対
象
と
し
て
集
中
的
に
取
組
む
。

　

林
野
庁
で
は
、
取
組
の
成
果
に
つ
い
て

各
年
度
ご
と
に
速
や
か
に
検
証
を
行
い
、

公
表
す
る
と
と
も
に
、
関
係
省
庁
や
都
道

府
県
・
市
町
村
、
関
係
団
体
と
の
連
携
を

図
り
、
一
層
の
木
材
利
用
の
拡
大
に
努
め

る
と
し
て
い
る
。
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